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第廿五代住職 奥 田 啓 知 （智證）

10
月
5
日
、
米
ア
ッ
プ
ル
社
の
創
業
者

で
8
月
ま
で
最
高
経
営
責
任
者(

C
E
O
)

を

務
め
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

会
長
が
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
56
歳
。

ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
生
み
の

親
の
一
人
と
し
て
、
『i

p
a
d
(

ア
イ
パ
ッ

ド)

』
や
『i

p
h
o
n
e
(

ア
イ
フ
ォ
ー
ン)

』

な
ど
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、
同
社
を
時
価
総

額
で
世
界
最
大
の
企
業
に
押
し
上
げ
た

カ
リ
ス
マ
経
営
者
で
し
た
。

ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
若
い
頃
イ
ン
ド
を
旅

し
て
仏
教
に
触
れ
、
一
九
七
〇
年
代
に

ア
ッ
プ
ル
本
社
近
く
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ロ
ス
ア
ル
ト
ス
に
あ
る
禅
セ
ン
タ
ー

『
ハ
イ
ク
禅
堂
』
に
通
っ
て
、
そ
の
創

設
者
で
あ
る
曹
洞
宗
の
乙
川
弘
文
和
尚

と
交
流
を
深
め
、
乙
川
和
尚
は
ジ
ョ
ブ

ズ
氏
の
結
婚
式
を
仏
式
で
執
り
行
い
、

氏
が
ア
ッ
プ
ル
社
を
解
任
さ
れ
て
設
立

し
た
『
ネ
ク
ス
ト
』
社
の
宗
教
指
導
者

に
も
任
命
さ
れ
、
二
人
の
交
流
は
家
族

ぐ
る
み
の
付
き
合
い
で
し
た
。
ジ
ョ
ブ

ズ
氏
が
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
行
っ

た
伝
説
の
講
演
を
は
じ
め
、
彼
の
生
き

方
に
は
禅
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。

講
演
で
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
は
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い
ま
す
。

過
去
33
年
間
、
私
は
毎
朝
鏡
の
中
の
自

分
に
向
か
っ
て
『
も
し
今
日
が
自
分
の
人

生
最
後
の
日
だ
っ
た
な
ら
、
今
日
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
う
だ

ろ
う
か
』
と
問
い
掛
け
る
。
そ
し
て
、
答

え
が
『N

O
(

ノ
ー)

』
の
日
が
続
い
た
ら
、

何
か
を
変
え
ね
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

禅
の
世
界
で
は
「
即
今
、
只
今
、
此
処
」

そ

っ

こ

ん

た

だ

い

ま

こ

こ

を
大
事
に
し
ま
す
。
ま
た
、
「
覿
面
の
今
」

て

き

め

ん

を
大
事
に
生
き
よ
と
教
え
ま
す
。

覿
面
と
は
「
ま
の
あ
た
り
」
「
目
前
」

の
意
味
で
す
が
、
「
天
罰
テ
キ
メ
ン
」

「
効
果
テ
キ
メ
ン
」
な
ど
効
果
が
瞬
時
に

現
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
「
覿
面
の
今
」
を
大
切
に
生

き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
過
去
は
も

は
や
過
ぎ
去
っ
た
も
の
で
あ
り
、
再
び
帰
っ

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
は
い

ず
れ
や
っ
て
き
ま
す
が
、
た
と
え
来
た
と

し
て
も
来
た
時
点
で
「
覿
面
の
今
」
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

と
す
れ
ば
、
私
た
ち
に
あ
る
の
は
「
即

今
、
只
今
、
此
処
」
だ
け
な
の
で
す
。

「
い
ま
、
こ
こ
」
し
か
、
私
た
ち
の
生
き

る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
す
。
過
ぎ
去
っ
た

過
去
を
悔
し
が
り
、
ま
だ
来
て
も
な
い

未
来
を
心

配
し
て
も

何
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

評
論
家
の
扇
谷
正
造
氏
も
好
き
な
言
葉

と
し
て
、
「
神
は
万
人
に
等
し
く
1
日
24

時
間
と
い
う
時
間
を
与
え
給
う
た
。
貧
し

き
者
に
も
、
富
め
る
者
に
も
で
あ
る
。
」

昨
日
の
24
時
間
は
、
す
で
に
過
ぎ
去
っ
て

手
に
す
る
事
が
で
き
な
い
。
明
日
の
24
時

間
は
ま
だ
手
に
で
き
な
い
。
い
ま
君
の
手

に
し
て
い
る
今
日
の
24
時
間
を
ど
う
効
果

的
に
使
う
か
そ
の
収
支
決
算
書
が
君
の
人

生
で
あ
る
」
と
。

黄
檗
山
禅
堂
で
は
、
五
更(

午
前
4
時)

ご

こ

う

巡
照
板
を
打
ち
鳴
ら
し
、
墨
書
さ
れ
た
言

葉
を
唱
え
、
雲
水(

修
行
者)

を
起
こ
し
て

廻
り
ま
す
。

謹
白
大
衆

生
死
事
大

無
常
迅
速

キ

ン

ペ

ダ

ー

チ

ョ

ン

セ

ン

ス

ス

ー

ダ

ー

ウ

ー

ヂ

ャ

ン

シ

ン

ソ

ー

各
宜
醒
覚

慎
勿
放
逸

コ

ー

ギ

ィ

シ

ン

キ

ョ

ー

シ

ン

ウ

ハ

ァ

ン

イ

ィ

(

謹
ん
で
大
衆
に
曰
す

生
死
は
大
切
な

も

う

事
で
あ
り
、
時
は
迅
速
に
過
ぎ
去
る

各

自
宜
し
く
目
覚
め
精
進
し
な
さ
い)

本
年
は
、
黄
檗
宗
大
本
山
萬
福
寺
開
創
三
五
〇
年
記
念
の
年
で
す
。

（１）
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波
濤
の
夢

明
暦
三
年(

一
六
五
七)

正
月
、
隠
元

は
普
門
寺
で
結
制
を
し
た
後
、
古
黄
檗

帰
郷
す
る
と
告
げ
ら
れ
た
。
結
制
と
は

安
居
の
こ
と
で
、
禅
宗
で
は
4
月
16
日

か
ら
7
月
15
日
ま
で
の
夏
安
居
と
10
月

げ

あ

ん

ご

16
日
～
翌
年
1
月
15
日
ま
で
の
冬
安

居
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
90
日(

九
旬)

の
間

禅
院
に
禁
足
常
在
し
て
、
坐
禅
を
中
心

と
す
る
参
禅
学
道
に
励
む
事
で
あ
る
。

1
月
17
日
冬
安
居
の
解
制
を
う
け
、

龍
溪
は
禿
翁
と
連
名
で
、
寺
社
奉
行
宛

の
隠
元
帰
唐
許
可
願
い
を
記
し
、
牧
野

織
部
正
成
常
に
然
る
べ
く
配
慮
を
乞
う

な

り

つ

ね

書
状
を
竺
印
に
託
し
て
い
る
。

成
常
は
、
旗
本
牧
野
伊
予
守
成
里
の

か

み

四
男
で
、
作
事
奉
行
と
し
て
同
年
1
月

さ

く

じ

18
日
に
起
こ
っ
た
明
暦
の
大
火
、
俗
に

い
う
振
袖
火
事
で
炎
上
焼
失
し
た
江
戸

城
本
丸
造
営
を
久
世
大
和
守
広
之
の
惣

く

ぜ

督
の
も
と
完
成
さ
せ
た
人
物
で
、
先
の

隠
元
の
普
門
寺
入
寺
で
は
、
長
崎
両
奉

行
及
び
大
坂
町
奉
行
曽
我
丹
波
守
古
佑
、

ふ

る

す

け

松
平
隼
人
正
重
次
に
入
寺
許
可
決
定

は

や

と

の
し
ょ
う

し

げ

つ

ぐ

の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
翌

年
に
は
普
門
寺
に
お
い
て
、
父
親
の
44

回
忌
を
隠
元
に
依
頼
す
る
な
ど
、
隠
元

へ
の
帰
依
も
深
く
、
隠
元
滞
留
と
い
う

龍
溪
の
念
願
成
就
に
強
力
な
援
助
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

当
院
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
で
、
な
ん
ば
か
ら
７
分
で
す
。

（
龍
渓
禅
師
一
代
記
）
そ
の
八

1
月
18
日
、
江
戸
本
郷
丸
山
町
の
本

妙
寺
で
施
餓
鬼
に
焼
い
た
振
袖
が
空
中

に
舞
い
上
が
り
、
折
か
ら
の
北
西
の
強

風
に
煽
ら
れ
て
広
が
り
、
翌
々
日
の
鎮

あ

お

火
ま
で
に
江
戸
城
本
丸
を
は
じ
め
市
外

の
六
割
が
灰
塵
に
帰
し
、
犠
牲
者
は
十

万
人
以
上
を
数
え
た
。

隠
元
は
こ
の
報
せ
に
遭
い
、
帰
国
を

あ

一
旦
取
り
や
め
、
被
災
者
を
弔
う
た
め

に
七
日
間
の
『
千
仏
道
場
』
を
開
き
大

追
弔
法
要
を
修
し
た
。

千
仏
道
場
と
は
、
過
去･

現
在･

未
来

の
各
千
仏
、
合
わ
せ
て
三
千
仏
の
仏
名

を
唱
え
て
礼
拝
供
養
す
る
法
会
で
あ
る
。

ほ

う

え

龍
溪
は
、
な
ん
と
し
て
も
隠
元
を
引

留
め
よ
う
と
、
同
年
二
月
と
四
月
の
二

回
、
江
戸
に
下
っ
て
幕
府
当
局
の
間
に

奔
走
し
、
隠
元
滞
留
工
作
を
す
る
。

2
月
21
日
の
参
府
で
は
、
ま
ず
成
常

の
屋
敷
を
訪
ね
て
隠
元
滞
留
に
つ
い
て

相
談
し
、
翌
日
老
中
酒
井
讃
岐
守
忠
勝

た

だ

か

つ

邸
に
赴
き
、
晩
に
は
久
世
大
和
守
広
之

ひ

ろ

ゆ

き

の
屋
敷
で
隠
元
滞
留
の
処
遇
に
つ
い
て

相
談
し
た
。
23
日
に
は
、
未
明
よ
り
老

中
方
を
廻
り
懇
ろ
に
挨
拶
を
行
い
、
朝

お
も
む

に
は
松
平
伊
豆
守
信
綱
邸
へ
、
朝
食
の

接
待
を
受
け
松
平
備
前
守
正
信
・
松
平

出
雲
守
勝
隆
同
席
で
隠
元
の
噂
な
ど
談

笑
し
、
好
意
的
な
感
触
を
受
け
た
。

次
い
で
永
井
日
向
守
直
清
邸
に
赴
い
て
い

る
。
24
日
に
は
寺
社
奉
行
松
平
勝
隆
邸
に

斎
の
約
束
が
あ
り
、
参
上
し
、
懇
ろ
な
指

と

き図
が
あ
っ
た
。
晩
八
つ
過
ぎ
に
は
、
こ
の

年
九
月
に
は
老
中
と
な
る
稲
葉
美
濃
守
正

則
邸
へ
赴
く
、
ま
た
熱
心
な
黄
檗
帰
依
者

と
な
る
旗
本
近
藤
登
之
助
貞
用
か
ら
は
、

昨
年
没
し
た
息
女
の
法
事
も
隠
元
に
取
り

次
ぐ
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
。
江
戸
で
の
常

宿
は
番
町
の
旗
本
揖
斐
五
左
衛
門
政
之
邸

い

び

ま

さ

ゆ

き

の
屋
敷
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
2
月
15
日
付
で
禿

翁
ら
宛
の
近
藤
貞
用
の
飛
脚
に
よ
り
届
け

ら
れ
た
書
状
に
よ
る
。

4
月
に
入
っ
て
、
再
び
隠
元
の
命
で
帰

国
許
可
を
得
る
よ
う
に
龍
溪
は
下
向
し
た
。

し
か
し
、
龍
溪
の
願
い
は
あ
く
ま
で
隠
元

を
日
本
に
滞
留
さ
せ
る
事
で
あ
り
、
な
お

も
隠
元
滞
留
を
幕
閣
に
働
き
か
け
た
。
紫

衣
を
受
け
る
希
望
に
つ
い
て
は
、
老
中
酒

井
雅
楽
頭
忠
清
ら
の
賛
成
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
7
月
9
日
付
け
で
普
門
寺
に
毎
月

百
人
扶
持(

十
五
石)

を
給
与
し
、
普
門
寺

に
留
ま
り
法
を
弘
め
る
よ
う
と
の
上
意
を

ひ

ろ

受
け
、
8
月
に
帰
寺
し
た
隠
元
は
や
む
を

得
ず
留
ま
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
2
月
6
日
に
即
非
如
一

(1616-1672)

が
若
一
炤
元(

生
没
年
不
詳)

じ
ゃ
く
い
つ
ち
ょ
う
げ
ん

ら
を
伴
っ
て
長
崎
に
到
着
し
崇
福
寺
に
入
っ

た
。そ

の
時
、
隠
元
の
師
で
径
山
の
費
隠
通

容
の
隠
元
を
召
還
す
る
手
紙
を
若
一
は
携

え
て
き
た
。
そ
の
手
紙
に
は
「
吾
が
弟
子

の
隠
元
は
、
法
を
広
め
て
す
で
に
三
年
が

た
ち
、
と
て
も
盛
ん
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。(

略)

わ
が
国
の
寺
院
の
状
態
は
実

に
惨
め
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
急
い
で

帰
国
し
宗
風
を
た
て
な
お
し
、
祖
師
の

慧
命
を
つ
い
で
く
れ
れ
ば
私(

費
隠)

も

え

み

ょ

う

心
配
事
が
な
く
な
り
安
心
で
き
る
の
だ

が
…
」

こ
れ
を
見
た
長
崎
奉
行
は
隠
元
が
帰

国
の
情
を
強
く
起
こ
す
の
で
は
と
考
え
、

隠
し
持
ち
、
隠
元
が
帰
国
を
延
期
し
た

と
聞
い
た
十
月
に
な
っ
て
は
じ
め
て
隠

元
の
も
と
に
送
っ
た
。

こ
の
手
紙
を
読
ん
だ
隠
元
は
、
こ
の

夏
帰
国
し
よ
う
と
願
っ
た
が
、
大
老
土

井
大
炊
頭
利
勝
や
寺
主
龍
溪
な
ど
か
ら

再
三
懇
留
さ
れ
帰
国
を
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
「
来
年
の

夏
か
秋
に
は
帰
国
し
て
、
費
隠
の
も
と

へ
赴
き
た
い
」
と
い
う
返
事
を
送
り
、

本
師
の
心
を
慰
め
た
。

翌
万
治
元
年(

1
6
5
8
)

6
月
、
古
黄
檗

の
住
持
慧
門
如
沛(

1
6
15
-
1
6
6
4
)

や
信

え

も

ん

に

ょ

は

い

者
た
ち
も
、
使
者
に
手
紙
を
託
し
て
隠

元
の
帰
国
を
願
っ
た
。

龍
溪
は
、
再
び
江
戸
へ
下
り
、
隠
元

滞
留
に
つ
い
て
奔
走
し
た
。
そ
の
結
果
、

幕
府
側
で
は
、
と
に
か
く
一
度
隠
元
を

江
戸
に
呼
び
よ
せ
て
謁
見
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
と
な
り
、
龍
溪
は
7
月
普

門
寺
に
戻
り
、
隠
元
に
江
戸
行
化
を
請

う
た
。

（
つ
づ
く
）

（２）

～

龍
渓
と
隠
元
禅
師
④
～

隠元禅師



開
催
日

十
一
月
五
日(

土)

天
気

曇
り
の
ち
雨

参
加
者
二
十
八
名

大
念
佛
寺
拝
搭
、
平
野
郷
散
策
、

が
ん
こ
平
野
郷
屋
敷
で
ゆ
っ
く
り
昼

食
。
十
五
時
に
は
解
散
。
良
い
お
天

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
の

ん
び
り
と
し
た
小
旅
行
を
楽
し
め
ま

し
た
。
来
年
以
降
は
未
定
で
す
が
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

(

副
住
職)

8/19

水
灯
会(

お
施
餓
鬼
法
要)

参
加
者
三
十
名

8/22

地
蔵
盆
子
ど
も
会

参
加
者
三
十
名

8/23

大
亀
地
蔵
尊

地
蔵
盆
回
向

参
加
者
十
名

10/1

写
経
会

参
加
者
八
名

10/2

お
寺
de
ヨ
ガ

参
加
者
四
十
名

※
大
本
山
萬
福
寺
開
創
三
百
五
十

年
記
念
授
戒
会
並
び
に

松
隠
堂

落
成
慶
讃
法
要

厳
修

10
月
22
日
～
23
日
に
延
期
さ
れ
て
い

た
授
戒
会
、
落
成
慶
讃
法
要
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。
住
職
、
副
住
職
と
も

に
お
手
伝
い
の
為
、
本
山
に
上
り
ま

し
た
。

12/31

坐
禅
と
除
夜
の
鐘

毎
年
の
恒
例
行
事
で
す
。
参
加
自
由

で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参
加
さ
れ
ま
し

て
一
年
の
反
省
と
共
に
新
年
を
鐘
を

打
っ
て
迎
え
ま
し
ょ
う
。

2/11

写
経
と
精
進
料
理
の
夕
べ

主
催:

大
阪
市
仏
教
青
年
会

四
天
王
寺
客
殿
を
利
用
し
て
の
写

経
会
で
す
。
参
加
費
三
千
円
。

3/23

山
門
会
（
春
の
お
彼
岸
法
要
）

4
月

花
ま
つ
り
ヨ
ガ(

予
定)

詳
細
は
、
次
号
に
て
。

4/8

花
ま
つ
り
甘
茶
接
待(

西
区
仏
教
会)

九
条
駅
前
で
の
花
ま
つ
り
甘
茶
の
振

る
舞
い
で
す
。
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墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

九
条
か
ら
阪
神
三
宮
駅
・
近
鉄
奈
良
駅
ま
で
一
直
線
！

第

十

七

回

修

養

会

報

告

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
へ

（３）

行

事

報

告

行

事

予

定

年 忌 早 見 表

年忌 寂年 年忌 寂年

1周忌 平成23年 17回忌 平成8年

3回忌 平成22年 25回忌 昭和63年

7回忌 平成18年 33回忌 昭和55年

13回忌 平成12年 50回忌 昭和38年

平成24年 年忌早見表

ペット供養塚

犬や猫を飼う者にとって、ペット
は家族同様の存在です。多くの思い
出を残し心の支えとなったペットた
ちの供養塚です。この供養塚は、基
壇下のカロートに直接納骨し土に還
す合同供養塚です。
お檀家さん限定です。ご先祖のお墓

参りに併せて家族の一員であったペッ
トたちにも手を合わし偲んであげて

ください。詳細は、お寺まで。

萬福寺開創350周年記念

『隠元禅師と

黄檗文化の魅力展』

2012年1/19(木)～30(月)

大阪髙島屋7階ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎｰﾙ

入場料＝一般800円

前売りﾁｹｯﾄもあります

詳細は、お寺まで



奉
納
便
り

○
金
五
萬
円
御
寄
進
（
平
成
廿
三
年
九
月
二
十
九
日
）

中
瀬
古
秀
次
郎

様
よ
り
ペ
ッ
ト
合
祀
塚
の
建
立
に

あ
た
り
、
金
五
萬
円
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
日
本
人
と
し
て
四
年
ぶ
り
に
新
大
関
と
な
っ
た
琴

奨
菊
の
口
上
は
「
万
理
一
空
」
で
し
た
。

▼
剣
豪
宮
本
武
蔵
の
「
五
輪
書
」
に
あ
る
言
葉
で
、

「
す
べ
て
の
理(

こ
と
わ
り)

は
一
つ
の
空(

く
う)

に

帰
す
」
と
の
こ
と
で
、
常
に
冷
静
な
気
持
ち
で
事
に

あ
た
る
状
態
に
あ
る
べ
き
だ
と
指
南
し
た
も
の
で
す
。

▼
小
生
、
9
月
に
突
発
性
難
聴
で
大
手
前
病
院
に
9

日
間
入
院
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
点
滴
治
療
を
受
け
ま

し
た
。
歌
舞
伎
の
中
村
勘
三
郎
さ
ん
も
同
じ
病
気
で

長
ら
く
入
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
治
療
開
始
10
日
が

限
度
で
、
一
ヶ
月
を
超
え
る
と
耳
が
完
全
に
聞
こ
え

な
く
な
る
怖
い
病
気
で
す
。

▼
難
聴
の
原
因
は
不
明
な
場
合
が
多
く
、
過
労
や
ス

ト
レ
ス
、
風
邪
な
ど
が
き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。

▼
一
年
の
う
ち
に
前
坊
守
を
亡
く
し
、
引
退
犬
プ
ー

マ
、
さ
ら
に
愛
犬
リ
ョ
ウ
ま
で
も
が
死
に
、
受
け
た

強
度
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
左
耳
の
聴
力
は
ほ
ぼ
回
復
し
ま
し
た
が
、
耳
鳴
り

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
聴
力
を
失
う
よ
り
ま
し

だ
と
諦
め
て
い
ま
す
。

▼
還
暦
を
越
え
る
と
、
心
身
と
も
に
徐
々
に
衰
え
て

き
ま
す
。
「
万
理
一
空
」
の
境
地
で
日
々
暮
ら
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
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墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

九
条
か
ら
阪
神
三
宮
駅
・
近
鉄
奈
良
駅
ま
で
一
直
線
！

●さようなら『龍･ＲＹＯ』
「この本を作っている間、何度も悲しくなり涙がとまりませ

んでした。きっと、涙なしではみれないけど、あんなことあっ

たな！こんなことしてたな！って思い出話をしながら、笑え

るきっかけになればと思います。リョウは、本当に幸せな子

です。羨ましいくらい!」

7月3日息子家族と娘たちが、小生と妻の為に還暦祝いの宴

をもうけてくれました。妻も私も卯年の同い年で、恒例の赤

い頭巾と赤いちゃんちゃんこのいでたちで記念写真を撮りま

した。その席で、広告デザイナーをしている次女が「龍･ＲＹ

Ｏ」という題のフォトブックをプレゼントしてくれました。

そのあとがきが、上の文章です。

迂闊でした。昨年10月14日に亡くなった引退犬プーマの病

気に掛かりきりで、愛犬の龍の異変に気づかなかったのです。

1月19日早朝、龍が突然倒れました。診察時間を待ちかねて、

運び込んだ動物病院で、脾臓の腫瘍から大量に出血し手の施

しようがないとの事で、自宅で看取る事にしました。幸いに

も出血がおさまり、翌々日に以前にも龍を助けてくれた阿倍

野の岸上動物病院を思い出し連れて行ったところ、その日に

緊急手術を受け脾臓を摘出し危機はひとまず脱しました。

1月31日午後1時45分病状急変。診察では、脾臓の癌が心臓

に転移し血液を送り出す力が弱まり貧血状態だそうで強心剤

を処方してもらいました。その日から、酸素導入機の助けを

借り龍のターミナルケアーが始まりまし

た。血液に酸素がたらなくなると舌が白

くなり貧血で倒れる、厄介な事に龍は外

でしか排尿便ができないのです。龍の排

尿便と食欲に一喜一憂する日々も長くは

続きませんでした。3月8日午後2時35分、

龍は小生の帰宅を待ってくれ、家内と二

人が見守るなか、息を引き取りました。

今もその写真集を見ながら床に就くの

が日課となっています。

編
集
後
記

（４）

お 知 ら せ

◎のぼり奉納の募集

１旗 金２千円

『南無観世音菩薩のぼり』を入れ替えます。一年間境内
に掲げます。昨年同様、お施主さんを募集いたします。
為書きと施主名を墨書します。
ご希望の方は、寺務所まで、お声をかけてください。


